
岩滑区、行瞑 NPOと の協働で

岩滑区が、公益財団法人日本生命財団から 「防災から安住の

まちづくり」として助成金をうけることになりました。今回の

助成事業では、防災まちづくりで岩滑区がお願いした区民が、

問題に取り組む体制をつくります。:具体的には災害時要援護者

とある程度重なる高齢単身世帯、夫婦のみ世帯、のように高齢

者だけで暮らす人たちの安心できる暮らしの支援体制を確立し

ます。また認知症の高齢者に対する、地域としての取り組みを

考えます。NPO法 人りんりん、半田市社会福祉協議会、大学

教授箸の研究者とめ協働で、2年半の間実施します。

りんりんでは、要援護者と支援者の方の交流としてりんりん

茶屋で食事をいっしょにしてもらい、普段どのように関わつて

いけるかを模索していきます。10月 13日 に助成金贈呈式があ

りました。当日は日本生命財団の藤原部長から、東日本大震災

後 「絆」の構築が重要というお話がありました。23年 の漢字

も 「19」の文字に決まりました。

りんりんでも今回の助成事業の中で、日々の見守りを行うに

あたつて、支援者の方が生活リズムの中で無理なくできるよう

な見守り、さりげなく配慮し

た 「絆」の仕組みを作つてい

こうと考えています。

榊原 照子 水野 陽子

(敬称 略)

小山 光子  佐藤千栄子

新美ふく江  新美  巴

滝澤 高子

(敬称 略)

研修会

9月 介護事故予防・緊急時の対応・再発防止 ・………36名

10月 『高齢社会の10年後はどうなっているのでしようJ

講師 京都女子大学 山田健司先生 ・…………57名

H月  インフルエンザ予防接種・実技講習鶴舅ぽ ・……44名

平成24年 (2012)1月

発行/特 定非営利活動法人 りんりん

半 田市 岩滑 高山町 5丁 目4番 地
TEL0569)213646 mX(056"3""3
hD//n● r.u Or,p E"na npOonn_orlp

またひとつ

年 を取ったか お二月

年始挨拶え気な声で

びんこう

9月 10ヨ 11月

綸  手  綺 0名 6名 18名

き を り 綸 リ 3猜 a名 18名

生 き活 きサ ロン 187名 187名 155名

小 働 づ く り 15名 16名 8名

(菫べ利用人■)

協力会員 利用会員 贅勁会員 合 Ft

109名 57名 ・x3名 219名

(陀νl■ 麹 在)
杉子 :作

渡遣

特定非営利活動法人 りんりん

『しあ わせ …?』

新しい年の初めに、しあわせについて考えたいと思いま丸

幸福度1位の福井県について、雪深く自然の厳しいところでは、“何

も起きなかったらありがたい"と思えることが、幸せ度 1位の理由では

ないかと考えた方がいらっしやいました。

私力`今読んでいる『大江戸リサイクル事情Jの著者石川英輔氏は

「ぜいたくをぜいたくとさえ感じなくなっている現代人にとっては真夏

の暑い盛りに冷房をきかせて、アイスクリームをなめながら、テレビで

高校野球を見たく
°
らいでは、ぜいたくをしたうちには入らない」と書い

ていま現

漫画家の前川つかさ氏は「僕にとっては、暇な時間が一番の宝物

で丸 本を読んだり、洗濯物をたたんだり 。今、息子の高校のPTAを

やっていま丸 色々な人とのつながりができ、漫画家生活では得られ

ない新鮮な体験で丸 “明るいビンボー生活"で頼りになるのは、やは

り直接会つて助け合えるご近所さんです」と語つていま丸

私の考えるしあわせが二人の言葉の中にキラめいて、心魅かれた

のだと思いま現 しあわせはどこかにあるのではなく、日常のくらしの中

にひつそりと座つてして、そこの住人である自分が気づくかどうかなの

でしよう。そのためには足下を照らす灯りとなる豊かな心を持ちたいと

思いま丸

新しい年が、しあわせを静かな気持ちで感じとれる一年となります

ように一。

理事長 村上員喜子



平成17年 6月からりんりん茶屋で地域ふれあい事業の一環として、

食を通して生きがい作り、仲間作りの場を提供する“生き活きサロン"

“おでかけサロン"を開催していま丸

“生き活きサロン"は毎月150名 程の利用があり、一人暮らしの高

齢者などがコーヒーやランチを楽しんだり、地域の女性たちが料理を

いっしょに作るなどの交流の場となっていま魂

“おでかけサロン"は 、半田市からの委託で開催されていま魂 高齢

者の閉じこもりや認知症予防などを目的とした地域での交流の場を

提供していま丸 手作りの栄養満点なランチを楽しい会話と共にいた

だき、心身の活性化になっていま丸

12月の木曜日の“おでかけサロン"ιこは、4人 のお客様が来ました。

男性1人と女性3人一緒にランチを食べ、食後は賑やかにお話をされ

ていま丸 去年の7月と9月から来ている方々で丸

皆さんのご感想で現

・今まではあまり人と話すこともなく、一日が過ぎていた、気も晴れな

かった、ここへ来てなんでもない話ができて楽しい。喋るということ

はとても大事なこと。

・一人暮らしなので家ではたいした物は作らないが、ここの料理はお

いしいし、食材がたくさん使つてあるの(栄 養面でもありがたい。

・知らないもの同志だから、気楽に話ができる。近所の人と話す時は、

気を使わなければならないことも多いので一

・ここでみなさんと一緒に食事をすると食欲が出(残 さず食べられる。

・戦争の頃の話、政治の話、音話など、どんなことも話題になる。戦争

当時のこと、東南海地震のこと、経験しているからよく解る。

・“一緒に食事をしながら"というのがよけい親しみを増税

・他の人に自分の知らなかったことや生活の工夫など教えてもらっ

たりできるのも嬉しい。

。こんな場所にくる機会がある自分たちは幸せだ。

・昭和一桁に生まれた人は、兄弟が多かつたことも共通点。それぞれ

聞き上手、話し上手である。

みなさんどうぞ一度りんりん茶屋へいらして下さい。

『生き活きサロン』。『おでかけサロン』

毎週月・木曜日12時～13時30分頃まで(前日までに要予約)

りんりん事務所 臨(0569)21-3646

プチリんご

産後3ヶ月までの方、半田市内での援助のみ

1万円コース  1時 間 x 7回

5千円コ,ス   1時 間 x 3回

※ご出産祝いなどプレゼントとしても使つていただけま丸

りんりん事務所 L(0569)32-6616

半田市産後期支援ホームヘルバー派遣事業

産後期の母親の体調不良などで、日常生活を営むのに支

障がある家庭などにホームヘルパーを派遣し、子育て支援、

母子の健康増進を図りま魂

半田市福祉部児童課児童担当

L(0569)21-3111  内線 295


